褥瘡対策委員会　議事録

開催日　　平成　22年　10月　6日　（　水　）　　　　　　　　　　　　開催回数　第6回

時　間　　15時30分～16時

場　所　　病院　2階会議室

記録者　　櫻田　靖子
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＜褥瘡発生者の報告＞

· 病　　院→東病棟～数名寝たきりの方がおられるが褥瘡なし。

　　　　　　　　　　　リスクが高い方：勝田ヒモエ様、瀧澤美代子様

　　　　　　　南病棟～リスクが高い方：市橋ひで様。他にもリスクの高い方おり個別にケアを行っている。

· 南　　山→２Ｆ

吉田ルエ様→状態に変化なく、ＤＥＳＡＩＮも　17点と前回と同じである。

ガーゼは入れないで、ポケットの中を洗浄する処置を1日1回行

なっている。

上村よし様→膝に褥瘡あり。9/8～ガーゼにゲーベンを塗り、1日2回消毒をして、ガーゼでふたをしている。まわりの部分がよくなってきている。

　　　　軽米フミ様→ガーゼにアゼノールをつけていたが、改善がみられないため、9/13よりアゼノールから亜鉛化軟膏に変更になった。その後、褥瘡の改善が見られたため、9/21アズノールに変更したところ再び、状態が悪化している。ＤＥＳＡＩＮ　9点。

　　　　早川忠様→傷に深さと広さがでてきた。土井Drより指示がないため、アズノールで対応している。ＤＥＳＡＩＮ　7点（+1点）

　　　　依田キワ様→状態に変化なくＤＥＳＡＩＮ６点。前回、食欲の低下が見られたが、現在も食事摂取量にむらがある。食事は各食メイバランス１本、フルーツに加え、パンも提供されるようになった。

　　　　診察が土井Drに代わり、毎週観て頂いており、処置・軟膏も適宜変更している。

＜中間報告＞

委員会の中間報告が終わりました。上半期委員会の中で、褥瘡についての資料を数種配布し勉強会を行ってきました。下半期は、上半期に配布した資料などを参考にして、各部署で褥瘡予防について勉強会を2～3回行なって下さい。また、委員会のフォルダにも各種資料が入っていますので活用して下さい。

＜勉強会＞

栄養士山田による【亜鉛・銅の摂取量アップ方法について】

Ⅰ亜鉛の吸収率アップ方法

Ⅱ亜鉛の吸収を妨げる要因

Ⅲ銅の摂取

Ⅳ亜鉛・銅を多く含む補助食品について










